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〈今治歴史散歩〉

●
開
市
紀
念
時
報
塔

　
大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
二
月
十
一
日
の
今
治
市
市
制
施

行
を
記
念
し
て
、
今
治
城
本
丸
跡
西
隅
櫓
台
に
ハ
イ
カ
ラ
な

時
報
塔
が
設
置
さ
れ
た
。
寄
贈
者
は
、今
治
出
身
の
建
築
家
・

吉
田
猪
之
助
と
い
う
。
こ
の
時
報
塔
に
は
モ
ー
タ
ー
が
付
属

し
、
サ
イ
レ
ン
で
正
午
な
ど
の
時
間
を
市
民
に
知
ら
せ
た
。

高
さ
は
モ
ー
タ
ー
を
含
め
る
と
約
四
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
基
台

の
表
面
は
モ
ル
タ
ル
塗
り
で
洋
風
の
意
匠
を
あ
し
ら
っ
て
い

る
（
太
平
洋
戦
争
中
は
空
襲
警
報
に
も
な
り
、
昭
和
三
十
年

代
に
廃
止
と
な
る
）。

　
当
時
、
今
治
市
は
〝
四
国
の
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
〞
と
も
称

さ
れ
、
市
街
に
は
黒
煙
を
あ
げ
る
綿
織
物
工
場
が
多
く
立
ち

並
ん
で
い
た
。
こ
の
光
景
を
眺
め
る
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
が
吹

揚
公
園
で
、
し
だ
い
に
今
治
市
第
一
の
公
園
と
し
て
認
識
さ

れ
る
よ
う
に
な
る
。す
で
に
公
園
内
に
は
矢
野
七
三
郎
像（
明

治
四
十
四
年
竣
工
）
が
建
ち
、
こ
の
花か

こ
う
が
ん

崗
岩
製
基
台
に
も
洋

風
の
意
匠
が
あ
し
ら
わ
れ
、
シ
ン
ボ
ル
タ
ワ
ー
と
し
て
存
在

感
を
放
っ
て
い
た
。

●
皇
太
子
殿
下
の
今
治
行
啓

　
大
正
十
一
（
一
九
二
二
）
年
十
一
月
中
旬
、
皇
太
子
殿
下

ご
統
監
の
も
と
、
香
川
県
な
ど
で
四
国
初
の
陸
軍
特
別
大
演

習
が
挙
行
さ
れ
た
。
こ
れ
を
終
え
る
と
、
殿
下
は
南
海
道
の

民
情
視
察
で
、
愛
媛
・
高
知
・
徳
島
・
和
歌
山
県
の
順
に
海

路
か
ら
主
要
都
市
を
行
啓
し
て
い
る
。
愛
媛
の
訪
問
先
は
今

治
・
松
山
・
宇
和
島
の
三
都
市
で
あ
っ
た
（
同
九
年
十
一
月

十
七
日
に
、
殿
下
は
大
三
島
の
国こ

く

幣へ
い

大た
い
し
ゃ社
・
大
山
祇
神
社
を

ご
参
拝
し
て
い
る
）。

今
治
歴
史
散
歩

　
二
十
二
日
午
前
七
時
に
高
松
港
を
発
っ
た
御
召
艦
・
矢や

は

ぎ矧

は
、
十
時
半
頃
に
今
治
港
外
へ
投
と
う
び
ょ
う
錨
。
す
る
と
、
時
報
塔
の

サ
イ
レ
ン
を
は
じ
め
と
し
、
市
内
の
工
場
や
碇
泊
中
の
汽
船

が
一
斉
に
汽
笛
を
鳴
ら
し
、
築
港
突
堤
か
ら
は
奉
迎
の
煙
火

が
打
ち
上
げ
ら
れ
た
。
そ
の
年
、
今
治
港
は
四
国
初
の
開
港

場
と
な
っ
て
い
た
が
、
築
港
整
備
は
未
完
成
の
状
態
に
あ

り
、
殿
下
は
汽
艇
に
乗
り
換
え
て
吉
よ
し
ち
ゅ
う
忠
海
岸
（
片
原
町
）
へ

着
岸
し
て
い
る
。

　
港
で
市
民
の
盛
大
な
歓
迎
を
受
け
た
後
、
殿
下
は
県
立
今

治
中
学
校
（
現
、
今
治
西
高
校
）
で
昼
食
を
と
り
、
阿
部
光

之
助
ら
東
予
地
区
の
教
育
・
産
業
振
興
の
功
労
者
六
名
と
ご

面
会
。
児
童
・
生
徒
の
運
動
会
（
体
操
・
ダ
ン
ス
）
も
台た
い
ら
ん覧

し
て
い
る
。
最
後
は
吹
揚
公
園
を
遊
覧
し
て
、
午
後
二
時
に

は
次
の
目
的
地
・
松
山
へ
向
け
て
出
港
し
た
。
こ
の
日
、
今

治
市
内
で
殿
下
を
出
迎
え
た
拝
観
者
は
二
〇
万
人
と
も
い

わ
れ
る
（
以
上
、
海
南
新
聞
参
照
）。

　
七
年
後
の
昭
和
四
（
一
九
二
九
）
年
十
一
月
二
十
二
日
、

時
報
塔
の
そ
ば
に
高
さ
三
ｍ
余
り
の
記
念
碑
「
皇
太
子
殿
下

大
　
成
　
経
　
凡

　

今
治
の
埋
も
れ
た
、
魅
力
あ
る
歴
史
文
化

を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
第
十
三
回
は
、

今
治
城
本
丸
跡
に
建
つ
時じ

ほ
う
と
う

報
塔
と
行
ぎ
ょ
う
け
い
啓
記

念
碑
の
由
来
を
紹
介
し
、
大
正
・
昭
和
の

今
治
を
歴
史
散
歩
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
十
三
回
　
時
報
塔
と
行
啓
記
念
碑

時報塔と行啓記念碑

矢野七三郎像（昭和初年の絵葉書より）
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御お
の
だ
ち
の
と
こ
ろ

野
立
之
所
」
が
建
立
さ
れ
た
。
当
時
の
今
治
名
所
絵
葉
書

に
も
、
時
報
塔
と
と
も
に
こ
の
碑
が
写
っ
て
い
る
。
殿
下
は

こ
こ
に
設
け
ら
れ
た
特
設
の
展
望
所
か
ら
、〝
四
国
の
マ
ン

チ
ェ
ス
タ
ー
〞
を
眺
め
た
よ
う
で
あ
る
。

●
特
産
品
の
御
買
上
げ

　
企
業
に
と
っ
て
は
、
皇
族
の
工
場
ご
視
察
を
受
け
る
こ
と

は
大
変
名
誉
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
今
治
行
啓
の
際
、
工
場
視

察
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
が
、
殿
下
は
今
治
有
数
の
綿
織
物
会

社
で
あ
る
興
業
舎
と
阿
部
会
社
へ
使
者
を
派
遣
し
て
い
る
。

　
ま
た
、県
内
で
は
自
社
の
商
品
を
御
買
上
げ
頂
い
た
個
人
・

企
業
も
多
く
、
そ
の
喜
び
を
新
聞
の
広
告
記
事
に
載
せ
る
も

の
も
あ
っ
た
。
今
治
市
で
は
、
丸
今
綿
布
・
麓
商
店
・
矢
野

綿
練
工
場
ら
９
社
の
綿
織
物
会
社
が
、
白
木
綿
・
綿
ネ
ル
・

タ
オ
ル
な
ど
の
御
買
上
げ
栄
誉
を
受
け
た
。

　
越
智
郡
で
は
桜
井
町
の
笠
原
卯
三
郎
（
漆
器
）
と
弓
削
村

の
白
川
新
松
（
皮か
わ
む
き剥
鰕え
び

）
が
御
買
上
げ
の
栄
誉
を
受
け
、
卯

三
郎
は
こ
れ
を
記
念
し
て
「
い
よ
桜
井
名
所
絵
葉
書
」
を
発

行
し
て
い
る
。

●
昭
和
天
皇
と
し
て
の
今
治
行
幸

　
殿
下
は
そ
の
数
年
後
、
昭
和
天
皇
と
な
ら
れ
、
昭
和

二
十
五
（
一
九
五
〇
）
年
三
月
十
八
日
に
再
び
今
治
市
ご
訪

問
を
さ
れ
て
い
る
。敗
戦
か
ら
の
復
興
を
目
指
す
市
民
に
は
、

大
き
な
励
ま
し
と
な
っ
た
。
こ
の
時
は
、
西
条
発
の
お
召
列

車
で
今
治
駅
へ
降
り
立
ち
、
港
務
所
・
阿
部
会
社
・
美
須
賀

小
学
校
・
楠
橋
紋
織
工
場
（
乃
万
村
）
の
順
に
巡
じ
ゅ
ん
こ
う
幸
さ
れ
た
。

ま
た
、
こ
れ
に
前
後
し
て
、
桜
井
駅
前
や
菊
間
駅
前
の
奉
迎

場
で
も
、
両
町
民
か
ら
の
盛
大
な
歓
迎
を
受
け
て
い
る
。

　
三
度
目
は
、
昭
和
四
十
一
（
一
九
六
六
）
年
四
月
二
十
日

の
こ
と
で
、
皇
后
陛
下
を
伴
っ
て
の
今
治
ご
訪
問
と
な
っ

た
。
両
陛
下
は
、
十
八
日
に
温
泉
郡
久く

谷た
に

村
（
現
、
松
山

市
）
で
開
催
さ
れ
た
第
十
七
回
全
国
植
樹
祭
に
ご
出
席
さ

れ
、
十
九
日
は
萬
翠
荘
で
県
獣
ニ
ッ
ポ
ン
カ
ワ
ウ
ソ
の
は
く

製
を
、
植
物
研
究
家
・
八
木
繁
一
（
波
方
町
出
身
）
の
説
明

を
受
け
な
が
ら
ご
見
学
さ
れ
て
い
る
。
今
治
に
は
お
召
列
車

で
ご
到
着
さ
れ
、
タ
オ
ル
会
社
の
田
中
産
業
拝
志
工
場
を
ご

視
察
さ
れ
た
。
同
社
の
社
屋
は
、
こ
れ
に
合
わ
せ
て
新
築
し

た
も
の
と
い
う
。

吹揚公園から見る今治市街（昭和初年の絵葉書より）

今治城本丸跡石垣と時報塔（昭和初年の絵葉書より）




